
る
こ
と
の
な
い
酒
づ
く
り
の「
伝
承
」

が
可
能
と
な
る
。
実
は
、
こ
の
実
践

こ
そ
が
、「
新
潟
清
酒
学
校
」
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

蔵
人
の
高
齢
化
が
叫
ば
れ
、
こ
れ

か
ら
の
酒
づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
課
題
を
検
討
し
た
結
果
「
清
酒

学
校
」
の
設
立
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
「
清
酒
学
校
」
が
、

今
年
「
三
十
周
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
で
唯
一
の
業
界
内
〝
技
術
者
養

成
学
校
〞
で
す
。
県
内
九
十
二
蔵
元

で
、
こ
の
間
、
卒
業
生
四
五
一
名
と

な
り
、
各
蔵
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
て
い
る
「
杜

氏
」
役
が
三
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、「
新
潟
清
酒
」
は
、
そ
の

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
と
ブ
ラ
ン
ド
の

高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
陰
に

は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
担
い
手
の
育
成

と
そ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
ば
と
共
に
。

「
教
育
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
。」「
日

本
酒
は
文
化
。」

　

東
蒲
支
部
で
は
、
去
る
五
月
二
十
一

日
㈫
、阿
賀
町
長
、新
潟
県
議
会
議
員
、

新
津
税
務
署
長
、
新
津
税
務
署
法
人
課

税
部
門
上
席
国
税
調
査
官
、
東
蒲
原
郡

商
工
会
振
興
協
議
会
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
平
成
二

十
五
年
度
東
蒲
支
部
総
会
を
麒
麟
山
温
泉　

雪
椿
の
宿

「
古
澤
屋
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
佐
藤
俊
一
支
部
長
開

会
の
挨
拶
の
後
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
、

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議

が
終
了
し
、
引
き
続
き
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
お
願

い
し
、
初
め
に

新
津
税
務
署
長
よ
り
、
次
に
神
田
阿

賀
町
長
様
、
澤
野
新
潟
県
議
会
議
員
様
の
順
で
祝
辞
を

頂
い
た
。
次
い
で
、
時
間
の
都
合
上
、
植
木
東
蒲
原
郡

商
工
会
振
興
協
議
会
長
、
黒
井
新
津
税
務
署
上
席
国
税

調
査
官
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
福
利
厚
生
研
修
会
を

実
施
し
、
大
同
生
命
保
険
様
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
様
よ
り
保

険
商
品
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
終
了
し
ま
し
た
。

閉
会
後
、
記
念
講
演
と
言
う
こ
と
で
財
団
法
人
新
潟
経

済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
佐
々
木
様
よ
り
『
成
功
す

る
企
業
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
？
』
と
言
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
異
業
種
交
流
の

場
と
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
各
企
業
と
法
人
会
の
発
展

を
願
っ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
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霊
山
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分

で
、自
分
の
家
の
庭
を
歩
く
よ
う
に
、

一
本
一
本
の
樹
々
を
、
一
つ
一
つ
の

岩
を
い
つ
く
し
む
よ
う
な
気
持
ち
で

歩
き
た
い
。
た
だ
歩
い
た
距
離
だ
け

を
か
せ
ぐ
と
か
、
が
む
し
ゃ
ら
に
歩

き
た
い
と
か
、
そ
ん
な
方
に
は
あ
ま

り
向
い
て
い
な
い
。
で
も
…
…
そ
ん

な
方
で
も
霊
山
に
来
る
と
ゆ
っ
く
り

と
歩
き
た
く
な
る
か
ら
不
思
議
だ
、

福
島
の
山
の
中
に
や
っ
と
見
つ
け
た

わ
た
し
だ
け
の
山　

り
ょ
う
ぜ
ん　霊

山

だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
自
然
と
歴
史
に

ふ
れ
な
が
ら
歩
い
て
み
た
い
。

い
つ
ま
で
も
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て

ほ
し
い
、

私
が
や
っ
と
見
つ
け
た
わ
た
し
の
山

だ
か
ら
。

　

霊
山
（
り
ょ
う
ぜ
ん
）
は
、
福
島

県
伊
達
市
と
相
馬
市
と
の
境
に
そ
び

え
る
標
高
八
二
五
メ
ー
ト
ル
の
山
で

あ
る
。
国
の
名
勝
、
日
本
百
景
、
及

び
う
つ
く
し
ま
百
名
山
に
指
名
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
南
北
朝
時
代
の
重

要
な
城
跡
遺
構
と
し
て
国
の
史
跡
に

さ
れ
て
い
る
。

　

六
月
二
十
二
日
㈯
新
津
朝
六
時
三

十
分
出
発
、
絶
好
の
登
山
日
和
、
参

加
者
一
行
三
十
一
名
、
元
気
良
く
思

い
思
い
の
服
装
で
一
路
、
福
島
霊
山

へ
胸
を
躍
ら
せ
出
発
進
行
。
…
…

　

ガ
イ
ド
さ
ん
（
愛
称
＝
蒲
原
ス
ズ

メ
）
の
軽
快
な
口
調
で
車
中
の
和
や

か
な
ム
ー
ド
の
う
ち
に
磐
越
自
動
車

道
〜
東
北
自
動
車
道
と
ひ
た
走
り
、

福
島
西
Ｉ
・
Ｃ
で
下
道
に
降
り
、
霊

山
登
山
口
の
駐
車
場
到
着
、
九
時
三

十
五
分
。

　

そ
れ
ぞ
れ
身
支
度
を
整
え
、
サ

ア
ー
出
発
だ
！

　

登
山
口
か
ら
お
よ
そ
十
五
分
で
最

初
の
奇
岩
、「
鍛
冶
小
屋
岩
」
に
到

着
で
す
、
た
ど
り
着
く
ま
で
の
坂
が

す
こ
し
き
つ
い
、
ま
だ
足
元
も
不
安

定
で
呼
吸
リ
ズ
ム
も
整
わ
な
い
ま
ま

登
り
始
め
た
も
の
の
さ
す
が
堪
え
た
。

鍛
冶
小
屋
岩
か
ら
お
よ
そ
五
分
、「
宝

寿
台
」
に
到
着
。
岩
か
ら
見
下
ろ
す

と「
霊
山
子
供
の
村
」が
一
望
で
き
、

初
め
て
登
る
方
は
こ
こ
が
最
初
に
下

界
を
見
下
ろ
す
場
所
で
景
観
の
良
さ

に
先
ず
感
服
す
る
。

　

宝
寿
台
か
ら
お
よ
そ
三
分
で
「
見

下
ろ
し
岩
」
に
到
着
で
す
、
宝
寿
台

か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、
同
じ
く
霊

山
子
供
の
村
が
見
渡
せ
、
子
供
の
村

か
ら
霊
山
を
見
上
げ
る
と
ち
ょ
う
ど

正
面
が
こ
の
見
下
ろ
し
岩
の
あ
た
り

と
な
り
「
絶
景
な
る
霊
山
の
全
貌
」

が
見
ら
れ
る
。

　

登
山
口
か
ら
鍛
冶
小
屋
岩
ま
で
の

キ
ツ
さ
は
な
く
な
り
こ
の
あ
た
り
か

ら
登
り
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

　

「
日
暮
れ
岩
入
り
口
」
の
分
岐
点

を
直
進
し
、
見
下
ろ
し
岩
か
ら
お
よ

そ
十
五
分
。「
天
狗
の
相
撲
場
」
に

到
着
、
相
撲
場
と
い
う
だ
け
あ
っ
て

平
ら
な
岩
が
谷
に
突
き
出
て
い
た
。

　

「
護
摩
壇
入
り
口
」
を
左
折
し
、

「
親
知
ら
ず
・
子
知
ら
ず
」
を
経
て

「
護
摩
壇
」
に
到
着
、
親
知
ら
ず
・

子
知
ら
ず
は
人
一
人
が
通
れ
る
ほ
ど

の
狭
い
岩
の
通
路
と
絶
壁
が
ス
リ
ル

満
点
で
し
た
。
親
知
ら
ず
・
子
知
ら

ず
を
抜
け
た
後
の
護
摩
壇
は
目
の
前

に
福
島
盆
地
、
吾
妻
・
安
達
太
良
連

峰
な
ど
の
大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広

が
り
、
あ
ま
り
の
絶
景
に
驚
く
ば
か

り
。

　

し
ば
し
絶
景
に
酔
い
し
れ
な
が
ら

小
休
止
の
後
、
歩
き
は
じ
め
「
国
士

舘
跡
」
を
経
由
し
、
少
し
登
っ
た
と

こ
ろ
に
「
霊
山
城
跡
」
が
あ
り
、
石

碑
が
建
立
さ
れ
古
を
感
じ
、
し
か
も

ト
イ
レ
も
あ
り
広
々
と
し
た
平
坦
な

場
所
で
一
行
は
昼
食
の
場
所
と
決
め

た
。

　

友
達
同
士
・
職
場
の
仲
間
と
昼
食

を
ひ
ろ
げ
、
ビ
ー
ル
を
飲
む
人
、
お

湯
を
沸
か
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
る

人
、
カ
メ
ラ
を
撮
る
人
、
思
い
思
い

の
一
時
の
休
憩
を
過
ご
し
た
。

　

大
自
然
を
十
分
満
喫
し
、
そ
れ
ぞ

れ
下
山
開
始
。

　

多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返

し
約
十
分
、
霊
山
の
最
高
峰
（
八
二

五
メ
ー
ト
ル
）「
東
物
見
岩
」に
到
着
、

こ
こ
か
ら
は
三
六
〇
度
全
方
位
が
見

渡
せ
、
太
平
洋
を
見
る
こ
と
も
出
来

る
が
、
あ
い
に
く
天
気
が
良
す
ぎ
て

見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

東
物
見
岩
か
ら
「
学
問
岩
」
を
経

由
し
て
約
十
分
で
「
蟻
の
戸
渡
り
」

に
到
着
、
幅
の
狭
い
岩
が
並
ん
で
い

る
の
が
特
徴
で
多
少
危
険
性
が
感
じ

ら
れ
た
が
無
事
通
過
し
「
望
洋
台
」

か
ら
右
折
し
「
五
百
羅
漢
岩
」「
弘

法
の
突
貫
岩
」「
日
暮
岩
」
と
巡
り

下
山
し
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
登
山
口
駐
車
場

到
着
、
バ
ス
に
乗
車
、
点
呼
、
全
員

集
合
、
サ
ア
ー
帰
路
で
あ
る
。

　

多
少
お
疲
れ
の
様
子
で
は
あ
っ
た

が
、
バ
ス
ガ
イ
ド
（
蒲
原
ス
ズ
メ
）

さ
ん
の
名
調
子
で
東
北
自
動
車
道
を

直
走
り
、
途
中
安
達
太
良
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
旅
の
土
産
を
買
い
込
み
、

磐
越
自
動
車
道
と
一
路
、
新
津
に
直

進
し
予
定
ど
お
り
、
午
後
六
時
十
分

頃
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
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